
項 目 具体的な検討内容

１．マスタープランの位置付け 上位計画の確認 ・富山県海岸保全基本計画に基づき検討する。
・土砂管理基本方針の検討区間は境川～片貝川の区間とする。

委員会の検討内容 ①下新川海岸の将来形の検討
②土砂管理に関する基本方針の検討
③蓄積された技術の情報伝承、発信手法の検討

下新川海岸の概要 ・地形、気候、人口、土地利用、産業、交通、災害の歴史、海岸事業の沿革

現状

・下新川海岸の特性（扇状地の成り立ち、河口の固定、漂砂の動きの変化）
・各地の侵食、越波（打上高・地形変化解析図）、被災状況
・これまでの下新川海岸における保全の取り組みについて

課題
・施設の老朽化、沿岸漂砂の減少、事業費の減少により施設整備が進まないことを説明

配慮すべき環境および
海岸の利用状況

・貴重な自然など、環境面で配慮すべき事項
・社会特性と海岸の利用、市町の計画等

海岸情報の現状と課題 ・ＣＣＴＶ、海象観測所、河川情報システムについて

２．下新川海岸の将来形 海岸保全施設整備計画 ・アンケート調査結果などから考えられる海岸保全施設について

・各工区の施設配置計画の考え方

・概ね30年間で整備する施設の考え方

３．土砂管理に関する基本方針 ・おおまかな下新川海岸全体の土砂収支図

１．平成２０年２月２４日高波による
被害及び対応

・H20.2.24の高波災害の状況とその対応について

２．提言「下新川海岸マスタープラン
（案）」

・下新川海岸マスタープランの整備目標
・海岸保全の考え方
・下新川海岸の整備の進め方
・概ね30年間の整備計画の考え方
・防災等に関する活動支援
・海岸文化の発信
・関係者の役割など

２．下新川海岸の現状と課題

第３回委員会
H20.1.21

・海岸の利用実態
・海岸に対する思いなど

細 目

連続する沿岸漂砂の適正な管理手法

下新川海岸マスタープラン検討項目全体フロー

概ね30年間の整備目標と海岸保全の考
え方、施設配置計画第４回委員会

H21.4.28

第１回委員会
H18.6.8

・地域住民の海岸の利用実態、海岸に求めること、問題点、何が出来るかなどをアンケートにより調査１．背後地からの情報

第２回委員会
H19.3.8

防護面の現状と課題
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